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 要  旨 
インターネット広告は、現在急速に発展しつつある広告形態の一つであり、テレビや新聞の広
告費に次ぐ規模まで成長している。中でも最も市場規模が大きいものは検索連動型広告である。 
検索連動型広告とは、キーワード検索を行った際に、検索キーワードごとに登録された広告枠を
検索結果画面に表示するものであり、広告枠はオークション方式で販売される。しかし、現行の
オークションモデルでは単体のキーワードごとに入札を行っているため、入札キーワードの増加
は、広告主にとって入札キーワードの選択と広告費の決定における負担増につながる。 
そこで本研究では、複数のキーワードに対して同時に入札を行うことで広告主の負担を軽減し、 
広告主側にとってより望ましい広告枠の割当を実現する新しいオークションモデルを提案し、そ
の有効性を検討した。 
この新しいオークションモデルで 0-1 混合整数計画問題として定式化した。そこでは複数の入
札対象を扱えるようにしたほか、落札価格決定方式は既存の GSPオークションを踏襲した。この
GSPオークションは誘引両立性をもち、入札価格が安定するというメリットがある。 
提案したオークションモデルを使用して数値計算を行い、オークションの動作とオークション
全体を考えた最適な広告割当が行われているのかを確認した。具体的には、数理計画ソルバー
CPLEX を使用してキーワードの評価額や期待クリック数などの分布範囲を変更した 7 種類のデ
ータについて最適解を求めた。 
その結果、提案オークションモデルにおけるキーワードの割当は、パレート効率的なものであ
り、オークション全体を通した入札者と広告枠提供者の利得を最大化することが可能であること
がわかった。また、GSPオークションの価格決定方式を継承し、ゲーム的な要素を排除すること
でオークションが安定することも確認できた。 
 今後の課題としては、計算量の問題がある。今回の数値計算では、比較的小規模な実験データ
を使用したが、現実の検索連動型広告では数百個のキーワードに対して入札を行うケースもあり、
本研究におけるアルゴリズムでは有限時間内に最適解を求めることが難しい。そのため、大規模
な問題を有限時間内に解くための新たな解法の研究が必要になると考えられる。 
 
